
献血は、私たちに一番身近なボランティアです。   

どうぞお誘い合わせの上、お越しください。  

○期  日 9月21日（木）  

○場  所 市民文化センター  

○受付時間 9：00～16：00  

0献血年齢16～69歳  

※ただし、65歳以上の方の献血については、献血される方   

の健康を考え、60～64歳の間に献血経験がある方に限り   

ます。  

今月の第3火曜日は、犬の引き取りの目です。   

子犬も引き取ります。  

○日 時 9月19日（火）13：00～13：30  

0場 所 串木野庁舎別館 駐車場広場  

※印鑑と鑑札を持参してください。  

※当日、引き取りに出された犬をその場で譲り渡すことは   

できません。譲り渡しを希望される方は、伊集院保健所   

で開催される動物愛護講習会を受講してください。  

※犬の飼い主は必ず登録し、狂犬病予防注射を受けてくだ   

さい。  

◆10月1日以降に、精神障害者保健福祉手帳の新規申請や   

更新申請をされる方は、手続きの際、原則1年以内に撮   

影された上半身脱帽の写真（たて4cmXよこ3c恥 裏面   
′■ヽ  

に氏名を記入）が1枚必要になります。  

◆有効期限が残っている精神障害者保健福祉手帳を所持さ   

れている方でも、希望される方は、同手帳に写真を貼付   

することができます。手帳と上半身脱帽の写真（たて4   

cmxよこ3cm。裏面に氏名を記入）をお持ちください。  

平成18年10月1日から、「動物の愛護及び管理に関する  

条例」が改正され、飼い犬の引き取りが有料化になったこ  

とにより、これまで毎月第3月曜日に串木野庁舎で実施し  

ていた「犬の引き取り」が、伊集院保健所窓口での引き取  

りへ変更となります。  

○実施時期10月1日から  

○引き取りの依頼・問合せ  

・伊集院保健所衛生課（℡099－273－3111）  

・加世田畜犬管理センター（℡0993－53－4125）  

′、 ※犬やねこなどのペット動物は、家族と同様の愛情を持っ  

て、終生飼いましょう。やむを得ず飼えなくなった場合  

は、自らの責任で新しい飼い主を探してください。  

※犬・ねこなどの動物を捨てた場合、50万円以下の罰金に  

処せられることがあります。   

○共同墓地環境整備補助金制度について   

5世帯以上の住民が自ら設置し、自ら管理する墓地の環  

境整備を図るために要した費用について、共同墓地の管理  

者に対して補助を行う制度です。   

補助金の交付の対象となる経費は、共同墓地の管理者が  

行う次のような直接工事費で、補助金の額は1件あたり  

100万円が限度になります。  

①共同墓地内の全墓石を集合管理するための整地工事   

（補助率1／3）  

②共同墓地の災害復旧工車（補助率1／2）  

③共同墓地の給水工事（補助率1／3）  

④その他共同墓地の環境整備を図るため市長が特に必要と   

認める工事（補助率1／3）  

○野元墓地（市有）の使用募集について  

・区画数：3区画  

・面 積：1区画5．0平方メートル  

・永代使用料：115，000円  

・募集締切：9月22日（金）  

・いちき串木野市に本籍、又は住所を有する世帯主に限ら   

れます。  

・応募者多数の場合は、抽選になります。  

・電話での申込みは、受付けません。  

・詳しいことは、生活環境課（串木野庁舎）までお問い合   

わせください。   

空き地の雑草は、定期的に刈り取りましょう。   

雑草類が繁茂すると、次のような生活環境の悪化をもた  

らします。  

①交差点などの角地に高く繁茂すると、見通しが悪くな   

り交通事故につながる  

②ごみなどが不法に投棄される  

③害虫の発生場所になる  

④立ち枯れて、枯れ草の火災原因になる 等   

このように、雑草類が繁茂し周辺住民に迷惑にならない  

よう、空き地の所有者や管理者は早めに対応され、適正な  

管理をお願いします。  



これまで、障害の種別（身体・精神・知的）ごとに異なる法律により受けられるサービスが分かれて  

いましたが、「障害者自立支援法」の施行により、どの障害をお持ちの方も共通の福祉サービスが受け  

られるようになりました。   

「障害者自立支援法」は、平成18年4月から施行されましたが、これに基づく新しい福祉サービス体  

系への移行などは、平成18年10月から段階的に変わっていきます。その主な内容についてお知らせしま  

す。  

障害がある方の生活を総合的に支援します。   
障害者自立支援法による、総合的な自立支援システムの全体像は、下図のように「自立支援給付」と  

「地域生活支援事業」で構成されています。  

障害のある方の福祉サービスの体系はこう変わります。（10月から）   
現在の福祉サービスは、共通のサービスに一元化され、個々の障害がある方の程度・状態に応じて個別  

に給付される「障害福祉サービス」と、地域や利用者などに応じて柔軟に実施できる「地域生活支援事業」  

に大きく分かれます。   

なお、「障害福祉サービス」は、介護の支援を受ける場合には「介護給付」、訓練などの支援を受ける場  

合は「訓練等給付」に位置付けられ、それぞれ利用の際の手続きなどが異なります。  

○行動援護 ○児童デイサービス  

給  

○障害者支援施設での夜間ケア等（施設入所支援）  

付   

訓給  ○自立訓練（機能訓練・生活訓練）   

練  ○就労移行支援 ○就労継続支援   

等付  ○共同生活援助（グループホーム）   

地支   

域援 生事  

括業   

ホームヘルプ  

デイサービス  

ショートステイ  

グループホーム（知的・精神）  

居
宅
サ
ー
ビ
ス
 
 

療護施設（身体）  

更生施設（身体・知的）  

授産施設（身体・知的・精神）  

福祉工場（身体・知的・精神）  

福祉ホーム（身体・知的・精神）  

生活訓練施設（精神）  

施
設
サ
ー
ビ
ス
 
 

※施設サービスについては、おおむね5年間   

で新サービスヘ移行します。  

2   



福祉サービスの利用方法（10月から）   

現在、居宅サービスを利用されている方には、個別に通知をして、新制度での支給決定のために認定調  

査等を行っています。現在、障害福祉サービスを利用されていない方で、サービスを利用されたい方は、  

申請が必要です。  

障害程度区分の  

認定調査  

調査員がお伺いして  

障害の状況などの調  

査を行います。  

契約利用開始  

訓練等給付   

サービス利用意向調査  

必要と認められた方はサービス利  

用計画を作成します。  

障害程度区分の認定  ′■＼  

補装具と日常生活用具の制度はこう変わります（10月から）   

これまでの補装具給付制度と、日常生活用具給付等事業は、個別給付である補装具費と、地域生活支援  

事業による日常生活用具給付に再編されます。  

補  装  具   
障害者等の身体機能を補完し、又は代替し、かつ、長時間にわたり継続して使用さ  

れるもの等。（義肢、装具、車いす等）   

日常生活上の便宜を図るための用具  

日常生活用具     歩行補助杖（一本杖のみ）・頭部保護帽・ストマ用装具等（補装具から移行）  

補装具費の支給  

これまでの現物支給から、補装具費（購入費、修理費）の支給へと大きく変わります。利用者負担につ  
′、  

いても定率負担となり、1割を利用者が負担することとなります。ただし、所得に応じて一定の負担上限  

が設定されます。  

支給決定は、障害者又は障害児の保護者からの申請に基づき、市が行いますが、品目によって、県身体  

障害者更生相談所の判定が必要です。  

日常生活用具給付  

支給決定は、障害者又は障害児の保護者からの申請に基づき、市が行います。  

利用者負担は市が決定します。  

障害児（18歳未満の児童）施設は契約方式に変わります。（10月から）  

平成18年10月から障害児施設（医療型・福祉型）は、措置から契約方式に変わります。  

県に相談・利用申請を行い、支給決定を受けた後、利用施設と契約を結びます。  

原則1割負担の定率負担になります。（所得に応じた月額上限の設定があります。）  

※申請の手続き等の詳しい内容は、串木野庁舎福祉課高齢障害係（℡33－5619）・市来庁舎健康福祉課   

福祉係（℡2ト5117）へおたずねください。  
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7月19日から8月11日までの間に、肺がん検診及び結核  
レントゲン健診を受診された方で、精密検査通知が届いて  

いない方は、精密検査を受ける必要はありませんでした。   
9月9日の「救急の日」を含む1週間  

を「救急医療週間」として全国各地で色々  

な行事が行われます。   

本市においても、救急医療及び救急業  

務に対する市民の正しい理解と認識を深  

めるため、医師会との共催により「救急フェア」を下記の  

とおり開催します。   

医師・看護師による無料健康相談や血圧測定、救急救命  

士による心肺蘇生法の実技指導などが行われますので、い  

ざという時のために、いろいろな体験をされてはいかがで  

しょうか。ご来場をお待ちしております。  

○日 時 9月8日（金）14：00～15：30  

0場 所 プラッセだいわ串木野駅前店  

○内 容（D無料健康相談及び血圧測定  

（診救急隊による救急訓練の展示  

③心肺蘇生法の実技体験  

④AED使用方法の展示  

⑤救急車、消防車などの展示  

※救急資機材などの使用を体験できます。  

⑥救急に関するクイズ  

※消防グッズなどの粗品を用意しています。   

これまで第3日曜等の地域清掃やボランティア清掃にお  

いては、一部ごみ・泥などの回収を市で対応しておりまし  

たが、串木野環境センターが第1日曜と第3日曜にも受入  
ができるようになったことに伴い、この日に清掃をされる  

場合で、可能なところは、清掃後の搬入までご協力いただ  

きますようお願いします。   

なお、ボランティア清掃などの際は、事前に生活環境課  

（串木野庁舎）または市民課（市来庁舎）で清掃袋を配布  

します。  

みなさんはご存知ですか？  

掃穫開ずる法律葦溺条、・誉第32条』）   

また、土地の所有者（又は管理者）は、不法投棄がなさ  

れないようフェンス等を設置するなど、土地を管理する義  

務があります。（『廃棄物の処理及び清掃に関する法律第5  
あなたの想いを込めて、秋の夜空に記念花火を打ち上げ  

てみませんか？  

○メッセージ内容 お祝い、記念、お礼、感謝、告白等の  

内容（80字以内）を所定の申込書（い  

ちき串木野商工会議所にあります）に  

記入のうえ申し込んでください。ただ  

し、企業・団体等の宣伝色のあるもの  

は採用いたしません。  

○打上内容 7号玉1発（直径240メートルの花火）  

※メッセージを場内アナウンスした後、打ち  

上げます。  

○打上料 25，000円（消費税込）  

※記念として打上玉のレプリカをプレゼント  

します。  

※採用された場合、10月13日（金）までに納め  

てください。  

○打上月日10月21日（土）の「いちき串木野～地かえて祭  

り～くしきの花火大会」時に打ち上げます。  

○場  所 串木野新港  

○申込締切 9月29日（金）までにいちき串木野商工会議所  

へ申し込んでください。  

※締切後、メッセージの内容を審査し、問題  

がなければ先着順で10人（組）を採用します。  

採用の可否については、10月6日（金）まで  

にご連絡します。  

○申込み■問合せ いちき串木野商工会議所（℡32－2049）  

負姐   

美しいふるさとづくりのため、不法投棄は「絶対にしな  

い・させない」ようにしましよう。   

また、不法投棄を発見した場合は、警察署（1℡33－0110）  

または生活環境課（串木野庁舎）までご連絡ください。   

ごみを出す時は、決められたルールを守り、地域住民に  

迷惑とならないようにしましょう。  

本市の長寿祝金等は、次のようになります。  

満80歳   5，000円   

満88歳   10，000円   

満90歳   
10，000円  

額入り写真   

満95歳   10，000円   

満100歳以上   
30，000円  

花かご   

※支給要件は、9月1日（基準日）現在において、引き続   

き30日以上市内に居住していること。  

その他、100歳誕生日において、引き続き30日以上市内  

に居住している方には50，000円支給されます。  
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平成18年度第2回危険物取扱者試験が実施されます。  

○試験の種類   

甲種、乙種（第1類～第6類）及び丙種  

○複数受験について   

今回の試験については、既に乙種の免状を持っている方  

に限り、他の乙種（第1・2・3・5・6類）の試験を2  

種類受験できます。ただし、乙種第4類との同時受験はで  

きません。  

※乙種の免状を持たない方は、全種類において1種類しか   

受験できません。  

○受付期間 9月15日（金）～9月29日（金）  

○試験日時11月12日（日）午前10時開始  

○試験会場   

県立川内商工高等学校（薩摩川内市）ほか県内11会場  

【試験準備講習会】  

いちき串木野市を象徴する市の花、市の木を募集します。   

皆様の多数の応募をお待ちしています。  

○応募方法 下記応募用紙または必要事項をご記入のうえ、  

直接または郵送・ファックス・電子メールに  

よりご応募ください。  

※応募用紙は、市役所に備え付けるほか、市  

のホームページにも掲載します。  

○合併前の市町花、木の制定状況  

【花】   【木】  

パンジー（春）、サルビア（秋）  ハマヒサカキ  
ツ ツ ジ   クロガネモチ   

○応募締切 9月22日（金）  

○応募先 〒896－8601いちき串木野市昭和通133－1  

いちき串木野市総務課市花・市木係  

FAX：32－3124  

電子メール：SOmu3＠city．ichikikushikino．1g．jp  

O問合せ 総務課（串木野庁舎）  

㌣∵苛箪※誉   

10月14日（土）（法令）  加治木町文化会館  

10月15日（目）（実務）   （加治木町）  

乙 種            10月18日（水）（法令）  川 内 文 化 ホ ー ル   

第4類  10月19日（木）（実務）   （薩摩川内市）  

10月28日（土）（法令）  ポリテクセンター鹿児島  

10月29日（日）（実務）   （鹿児島市）   

丙 種  10月22日（日）   
ポリテクセンター鹿児島  

（鹿児島市）   

…一一＝一……－一………＝＝一…一＝一一  ＜  き  り  と  り  ＞  

【市花・市木応募用紙】  

※受験願書等は、消防本部及びいちき分遣所にあります。   

詳しくは、消防本部危険物係又はいちき分遣所危険物係  

（℡2ト5077）へお問い合わせください。  

職業能力開発促進法第44条の規定に基づき、平成18年度  

後期技能検定が次のとおり実施されます。  

○受検申請書受付期間   

9月25日（月）～10月6日（金）※土・日・祝日を除く  

○試験実施日等   

実技試験11月24日（金）～平成19年2月18日（日）までの  

期間で職種ごとに定める日   

学科試験 平成19年1月28日（日）、1月31日（水）、2月  

4日（日）、2月11日（日）で職種ごとに定める日   

合格発表 平成19年3月13日（火）   

実施募集職種  

機械検査、配管、建築大工、コンクリート圧送施工な  

ど37職種   

実施募集等級  

特級、1級、2級、3級、単一等級  

○問合せ先  

・鹿児島県職業能力開発協会   

鹿児島市錦江町11番40号鹿児島港湾事務所ビル3階   

℡099－226－3240 FAX：099－222－8020  

・県庁商工労働部雇用労政課   

鹿児島市鴨池新町10－1   

℡099－286－3019 FAX：099－28（卜5582  

′‾、  

○住 所 いちき串木野市  

○氏 名   

○年 齢   

○職 業   

○電 話  
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いちき串木野～地かえて祭り～体験ツアーの参加者を募  

集します。   

市民の皆様の多数の応募をお待ちしています。  

○開催日10月21日（土）  

○参加料 無料（往復バス代・見学料は無料です。ただし、  

昼食は自己負担です。）  

○集合場所・出発時間   

①始発・終点川内駅（9：30発）   

②経 由一串木野駅（10：00発）   

③地かえて祭り会場（13：00発）   

※上記①・②・③のいずれかを選ぶことができます。  

○行 程   

川内駅前（9：30発）＝〉串木野駅前（9：55着／10：00発）⇒地   

かえて祭り会場（自由行動：お買物・昼食等）（10：10着   

／13：00発）⇒ちかび展示館（13：05着／13：50発）⇒留学生   

渡欧の碑（14：00着／14：05発）⇒川内原子力発電所展示館  

（14：30着／15：10着）⇒地かえて祭り会場（15：50着／16：30   

発）⇒串木野駅前（16：40着／16：45発）＝りIl内駅前（17：10   

着）   

※道路事情その他の都合により、コース・時間など多少  

変更になる場合があります。  

○申込締切10月18日（水）  

（先着80人限定・最小催行人数40人）  

※定員になり次第締め切ります。  

○申込み・問合せ 商工観光課   

環境問題について話し合いませんか？   

環境の専門家とコーヒーなどを飲みながら、ゆっくりと  

した気分で、私たちの住む地球環境について自由に意見を  

交わしましょう。   

市民の皆様の多数の参加をお願いします。  

○開催日時10月21日（土）・22日（日）  

2時間程度 1日2回開催  
両
日
と
も
 
 
 

i
 
 ・1回目10：00～（定員20人）  

・2回目13：00～（定員20人）  

○参加料 無料  

○場  所 地かえて祭り会場内（串木野新港特設会場）  

○参加資格 高校生以上  

○申込締切10月18日（水）※先着80人までとし、定員に  

なり次第締め切ります。  

○申込み・問合せ 商工観光課  

※サイエンスカフェとは？？？   

科学技術分野等で従来から行われている「講演会」・「シ  

ンポジウム」とは異なり、科学等の専門家と一般の人々が、  

喫茶店などの身近な場所でコーヒーを飲みながら、科学等  

について気軽に語り合う場を創ろうという試みです。サイ  

エンスカフェは、1998年にイギリスで始まり、現在欧米で  

急速に普及しつつあり、日本においても現在取組が始まっ  

たばかりという状況で、九州では長崎県で1事例程度です。  

10月21日（土）・22日（目）に開催される、いちき串木野  

～地かえて祭り～をより有意義な市民参加のイベントにす  

るため、ボランティア協力者を募集します。   

市民の皆様の多数のご協力をお願いします。  

○ボランティア内容 当日の運営協力（イベント広場係・  

場内清掃係・交通整理係等）  

○申込み・問合せ 9月29日（金）までに商工観光課へ  

いちき串木野～地かえて祭り～のイベント「親子で作ろ  

うソーラーカー」（エネルギーと環境のことをもっと考え  

よう）の参加者を募集します。   

市民の皆様の多数の応募をお待ちしています。  

○開催日時10月21日（土）・22日（日）  

1時間30分程度 1日2回開催  

・1回目 9：30～（定員10組20人）  

・2回目13：00～（定員10組20人）  

両
日
と
も
 
 
 

i
 
 

○参加料 無料  

○内  容 ソーラーカーキットの親子による共同作成、  

エネルギー及び環境問題の勉強会  

○場  所 地かえて祭り会場内（串木野新港特設会場）  

○参加資格 親子2人によるペア1組を原則とします。  

※小・中学生の児童生徒とその保護者  

○申込締切10月18日（水）まで  

※先着40組80人までとし、定員になり次第締  

め切ります。  

○申込み・聞合せ 商工観光課  

○開催日 9月23日（土）  

○場 所 大里地区内  

○時 間10：00～ さつま日置農協市来地区事業本部→  

季楽館→門前河原  

12：00～ 中原治水清一→田崎スタンド前  

15：00～ 払山踊場  

16：00～ Aコープ大里店駐車場  

○内 容 虫追踊は、五穀豊穣を祈って踊られ、リズミカ  

ルで透き通るような鉦の音が印象的な踊りです。  
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○日  時10月13日（金）10：00～正午  

○場  所 かごしま県民交流センター大研修室第2  

（鹿児島市山下町14番50号）  

○試験科目   

次に掲げる事項について、筆記試験により行います。  

（1）岩石の採取に関する法令事項   

（環境保全関係法令事項を含む。）  

（2）岩石の採掘、発破、破砕選別、汚濁水の処理、脱水ケー   

キ（脱水処理に伴って生ずる湿状の岩石粉をいう。）の   

処理、廃土及び廃石のたい積並びに採掘終了時の措置に   

関する技術的な事項  

○受験資格 制限はありません。  

○試験手数料 8，000円  

○受験手続  

（1）提出書類等   

ア．受験願書   

イ．写真1枚【出願前6カ月以内に撮影した脱帽正面上  

半身像の手札形（縦7cm、横5cm）のもの。裏面に  

撮影年月日・氏名・年齢を記載すること。】   

ウ．試験手数料（8，000円分の鹿児島県収入証紙を受験  

願書の所定欄に貼付して提出すること。なお、提出  

書類等を受理した後は、試験手数料は返還しない。）  

（2）提出先 鹿児島県商工労働部商工政策課鉱政係  

（〒890－8577 鹿児島市鴨池新町10番1号）  

（3）郵送の場合は、封筒の表面に「採石業務管理者試験受   

験願書在中」と朱書し、書留郵便としてください。  

○提出書類等の受付期間   

9月28日（木）まで 8：30～17：15   

（県の休日を除く）  

※なお、郵送の場合は、9月28日（木）の消印のあるも  

のまで受け付けます。  

○受験願書の用紙   

受験願書の用紙は、鹿児島県商工労働部商工政策課にあ  

ります。   

なお、同用紙を郵便により請求するときは、あて先及び  

郵便番号を明記し、80円分の切手を貼った返信用封筒を同  

封してください。  

○合格者の発表   

合格者に対し、合格証を郵送します。  

○問合せ先   

鹿児島県商工労働部商工政策課   

（℡099－286－2111内線2933）  

○日  時11月10日（金）10：00～正午  

○場  所 鹿児島県市町村自治会館  

（鹿児島市鴨池新町7番4号 ℡099－206－1010）  

○試験科目   

次に掲げる事項について筆記試験により行います。  

（1）砂利の採取に関する法令  

（2）砂利の採取に関する技術的な事項   

（基礎的な土木及び河川工学に関する事項を含む。）  

○受 

○試験手数料 8，000円  

○受験手続  

（1）提出書類等   

ア．受験願書   

イ．写真1枚【出願前6カ月以内に撮影した脱帽正面上  

半身像の手札形（縦7cm、横5cm）のもの。裏面に  

撮影年月日・氏名・年齢を記載すること。】   

ウ．試験手数料（8，000円分の鹿児島県収入証紙を受験  

願書の所定欄に貼付して提出すること。なお、提出  

書類等を受理した後は、試験手数料は返還しない。）  

（2）提出先 鹿児島県商工労働部商工政策課  

（〒890－8577 鹿児島市鴨池新町10番1号）  

（3）郵送の場合は、封筒の表面に「砂利採取業務主任者試   

験受験願書在中」と朱書し、書留郵便としてください。  

○提出書類等の受付期間   

9月28日（木）～10月27日（金）8：30～17：15   

（県の休日を除く）  

※なお、郵送の場合は、10月27日（金）の消印のある  

ものまで受け付けます。  

○受験願書の用紙   

受験願書の用紙は、鹿児島県商工労働部商工政策課にあ  

ります。   

なお、同用紙を郵便により請求するときは、あて先及び  

郵便番号を明記し、80円分の切手を貼った返信用封筒を同  

封してください。  

○合格者の発表   

合格者に対し、合格証を郵送します。  

○問合せ先   

鹿児島県商工労働部商工政策課   

（℡099－286－2111内線2934）   

′‾、  



【講座案内】  
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第 1  9：30′、′   市内に在住の海外出身の方々に本場の味と  

10  
世 界 の 料 理  

11：30  20人  5回  10月 7日  

月  

ハー テ ィ フル  第1・3  9：30′、′   ソフトな風合の、超軽量粘土ハーティを  

～  
11：30  12人  10回  10月 3日  

2  

月  からだの内面筋肉を鍛え美しい姿勢としな  

バレエストレッチ  木曜日   12：00  15人  10回  10月 5日              やかな身体作り。（動きやすい服装）  

10  癒しの効果を持つリフレクソロジーの方法  

月   （足裏健康法）   11：30  20人  2回  10月22日  

【募集要項】   

○対 象 市内に居住、又は勤務している女性を優先し、男性の方も受講できます。   

○受講料 無料（ただし材料費実費負担）   

○申込み 9月22日（金）までに来館、又は電話で働く女性の家へお申し込みください。  

（受付時間：火曜～土曜、9：00～17：00。月曜日は休館。※定員になり次第締め切ります。）  

☆託 児 昼間の講座については、託児をします。  

（満2歳以上～未就学児。申込み時に届出、保険料が必要です。）  

※申込みが著しく少ない講座は、開講しない場合があります。   

「 ■■   

＜自主グループ生募集＞   

働く女性の家では、主催講座の他  

に、趣味教養、健康増進関係等たく  

さんの自主グループが活動をしてい  

ます。新規入会者を募集しています  

ので入会希望の方は、働く女性の家  

へお問い合わせください。   

いちき串木野市では、介護支援専門員等を募集します。  

詳しくは、健康増進課地域包括支援センター（市来庁舎）  

へお問い合わせください。  

○募集人員 若干名  

○応募資格 介護支援専門員等で、介護保険ケアプランの  

作成ができる方  

○勤務場所 市来庁舎 地域包括支援センター  

○勤務開始 平成18年10月  

○提出先 9月22日（金）までに、履歴書と資格証書の写  

しを提出してください。  

・串木野庁舎 健康増進課 介護保険係  

・市来庁舎 地域包括支援センター  

子どもたちの天使の歌声と心に響く演奏を聴いてみませ  

んか？  

○日 時10月7日（土）開場13：30 開演14：00  

0場 所 いちきアクアホール  

○入場料 500円（大人・子ども共通）  

○出 演 神村学園高等部吹奏楽部  

市来小学校金管バンド、同合唱団  

川上小学校・市来中学校吹奏楽部  

市来コーラス、市来混声合唱団  

※入場券は、いちきアクアホール・中央公民館でお求めく   

ださい。  

※詳しいお問合せは、いちきアクアホール（℡21－5800）   

または社会教育課（市来庁舎）へ。  
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○日  時10月28日（土）8：30～12：30  

※雨天時は10月30日（月）に延期  

○会  場 いちき串木野市多目的グラウンド  

○参加資格 市内居住者  

○チーム編成 1チーム5名編成  

○参 加 料 1人 500円（当日徴収）  

○参加申込10月16日（月）までに串木野地域グラウンド  

ゴルフ協会事務局（岡野 責TEL・FAX32－  

3797）へ。  

「男女共同参画に関する住民意識調査」を市内在住の20  

歳以上の男女2，000人を対象に9月上旬に実施します。   

この調査は、平成19年度策定予定の「いちき串木野市男  

女共同参画プラン（仮称）」の基礎資料となるもので、市民  

の皆様方からのご意見や実態についてお伺いするものです。   

回答は無記名で、すべて統計的に処理し、記入された内  

容については目的以外に使ったり、他にもらしたりするこ  

とはありませんので、ありのまま記入してください。   

これからの男女共同参画社会づくりの推進のための大切  

な調査です。アンケート調査票が届いた方は、ご協力のほ   

串木野生活学校では、本年度も「生活課題や地域課題の  

解決のための実践活動」を行っています。   

その活動の一環として「EM菌による生ごみ処理」に取り  

組み、ごみ減量運動を推進しています。   

今年度2回目の「EMポカシづくり」等を次のとおり行  

います。   

みなさんの多数のご参加をお待ちしています。  

○日 時 9月27日（水）9：30～11：30  

0場 所 市民文化センターロビー  
○内 容 ・EMポカシづくり  

・ポカシを使っての生ごみ処理実習  

・米のとぎ汁EM発酵液づくりとその使用法  

・EM菌の活用についての講話と質疑応答  

○参加料 無料（事前の申込みはいりません。参加される  

方は、当日、直接会場にお越しください。）  

※詳しいお問合せは、社会教育課（市来庁舎）へ。   

′‾＼  

下記のとおり、市立図書館及び市来分館が堕壁となりま  

す。  

○市立図書館：蔵書点検・機器等人草のため  

9月26日（火）～10月4日（水）  

○市来分館：電算化システム導入準備のため  

9月19日（火）～10月4日（水）  

※お間違いのないようにお願いします。  

′‾、  
中央職業能力開発協会が主催するパソコンの操作技能を  

評価する実技検定試験です。合格者には、ワープロ技士・  

表計算技士の称号が与えられます。年齢・国籍などに制限  

はありません。   

ご希望の方は、お申し込みください。  

○ワープロ部門（2級・3級）   

日 時：9月24日（日）  

2級…11：00～  3級…10：00～   

検定料：2級…6，400円（税込）  

3級…5，100円（税込）  

○表計算部門（2級・3級）   

日 時：9月24日（日）  

2級…14：00～  3級…13：00～   

検定料：2級…6，400円（税込）  

3級…5，100円（税込）  

○申込締切 9月11日（月）  

○試験会場 クリックアート パソコンスクール  

（いちき串木野市昭和通285 佐抜ビル2階）  

○申込み・問合せ   

クリックアート パソコンスクール（℡21－2111）  

～下水道 きれいな未来 つくる道－  

「下水道の日」は、1961年（昭和36年）、著しく遅れている  

わが国の下水道の全国的な普及（当時の普及率：6％）を図  

る必要があることから、「全国下水道促進デー」として始ま  

り、その後、より親しみのある名称として、「下水道の日」  

に変更されました。  

「下水道の日」は、美しい自然環境に囲まれた快適な生活  

を次の世代まで引き継いでいくことを願うものです。   

自然環境を守るためにも、皆様一人ひとりのご協力が必  

要となりますので、公共下水道区域内で、まだ公共下水道  

に接続していらっしゃらないご家庭は、一日も早く接続を  

していただきますようお願いいたします。   

また、公共下水道の建設費の一部を負担いただく『受益  

者負担金』及び、公共下水道の施設等の維持管理の費用に  

充てられる『公共下水道使用料』の納入について、今後と  

も皆様のご理解とご協力をお願いいたします。  
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9月18日は「敬老の日」です。お年寄りの長寿を祝福しましょう。  

（名簿は8月27日現在、年齢は9月1日現在で90歳以上）  福祉課（申33－5619）  

澤酢和  

長谷川 ユ キ  104  女  松 寿 園   
末 吉 て る  103  女  潮 風 園   

上 夷 市 雄  102  男  浦 和町   

井 上 ハ ル  102  女  野  

窪 田 シ ツ  101  女  野  冗   

潰 川 キ ミ  101  女  潮 風 園   

篠 原 オツ子  100  女  浜 ケ 城   

中 間 ヒ デ  100  女  中  原   

西瀬戸 チズヱ  四  女  松 寿 園   

鍋 島 フ ユ  四  女  桜  町   

福 薗 フ ヂ  四  女  大 原 町   

東  ミ ヱ  四  女  松 寿 園   

萩 原 康 男  四  男  大 原 町   

米 盛 柴 助  四  男  フt  町   

有 村 多賀子  四  女  旭  町   

大久保 ヨ シ  四  女  祇 園 町   

中 山 チ エ  98  女  崎  野   

高 清 吉 志  98  男  浜  町   

芹ケ野 ツ ナ  98  女  福  薗   

石 元 キ ミ   98  女  石 川 山   

藤 田 新 吉  四  男  木 場 迫   

大 坪 ユ キ  四  女  桜  町   

東  フ ミ   四  女  寺  村   

高 田 シ ゲ  98  女  吹 上 園   

林  モ ヨ   98  女  本 浦 東   

長 尾 チ カ  98  女  小  瀬   

西 屋 ヤ ヱ  98  女  高 見 町   

宇 都 ツ ヤ  98  女  外  戸   

中 間 キ ノ   97  女  中  原   

中 原 ス ミ   97  女  曙  町   

古 川 ケサ松  97  女  内  門   

濱 松 ヨ シ  四  女  潮 風 園   

尾 崎 ケ イ   四  女  潮 風 園   

柴  ト ス  97  女  大 原 町   

竹 下 シヅエ  97  女  潟小 路   

和 田 静／江  97  女  袴  田   

久木山 藤志夫  97  男  浅  山   

原 口 ケサエ  97  女  栄 町（市）   

松 元  茂  97  男  須  

出 口 シヅエ  97  女   迫   

松 野 チ マ  97  女  松  下   

佐々原 キクエ  97  女  旭  町   

久見瀬 キ ク   97  女  安  茶   

上 地 ス ガ  97  女  汐 見 町   

中塩屋 イセマツ  97  女  潮 風 園   

三 輪 春 江  97  女  袴  田   

㌻三≡；′㌃‥．．‡〈  

浅 井 ク ミ   97  女  潮 風 園   
松 崎 セ ン  97  女  光 瀬 下   

平 石 ユ カ  96  女  浜  東   

中 尾 静 子  四  女  市  口   

下迫田 秋 枝  96  女  別  府   

岩 下 ロ ト  96  女  浜 ケ 城   

福 屋 松 男  96  男  佐 保 井   

堂 薗 ハツヱ  96  女  下 石 野   

竹之内 ハ ル  96  女   堀   

内 田 ハ ナ  96  女  吹 上 園   

永 井 ト ミ   96  女  須  賀   

室 屋 ニ ワ  四  女  桜  町   

佐保井 ハ ル  96  女  宇 部（市）   

東 潟 キ ヱ  96  女  港  町   

清 田 恵 市  四  男  戸  崎   

久 徳 ミ カ  四  女  日出町（串）   

古 川 イ サ  96  女  高 見 町   

馬 込 ナ ツ   96  女  潮 風 園   

前 田 キ ク   96  女  吹 上 園   

山 村 静 恵  四  女  潮 風 園   

垣 内 正 武  9（；  男  祇 園 町   

桐 原 慶 彦  96  男  西 浜 町   

木 場  賓  95  男  崎  野   

木 下 セ イ   95  女  市  口   

横 尾 セ イ   95  女  松 寿 園   

勝 田 千 鶴  95  女  浅  山   

大久保 花 江  95  女  平  向   

上 新  文  95  女  港  町   

馬 込 ノ ブ  四  女  河  内   

尾 辻 ミ ナ  四  女  吹 上 園   

三 窪 テ ル  四  女  金  山   

関  静 江  四  女  金  山   

宮 田 十太郎  四  男  芹 ケ 野   

鶴 田 ヤ ヱ  四  女  潮 風 園   

橋 口 ミ ヤ  四  女  宇 都（市）   

立 石 フクヱ  四  女  白  浜   

安 田 テ ル  四  女  御 倉 町   

潰 屋 ユ キ  四  女  別  府   

吉 松 ヱ ミ   四  女  酔 之 尾   

南 新 繁 示喜  四  男  新  潟   

松 下 フミ子  四  女  松 寿 園   

中 夷 実 害  四  女  汐 見 町   

有 川  贋  四  男  松  原   

大 園 キ ミ   四  女  松  原   

永 井 モ ト   四  女  田 中 中村   

大 田 ト ミ   四  女  潮 風 園   

【＼   
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下 薗 ハルエ  四  女  外  戸   

田 中 オサイ   四  女  野  冗   

橋之口 マスヱ  四  女  平  江   

富 永 貞 子  四  女  日ノ出町（市）   

黒 川 フ ヂ  四  女  潟 小 路   

石 川 シ ヅ  94  女  本 浦 東   

今 村 勝 夫  94  男  潮 風 園   

石 神 フ ミ   94  女  崎  野   

松 元 輿志夫  94  男  浦 和 町   

今 藤 ノ ブ  94  女  福  薗   

愛 甲 忠 市  94  男  西 浜 町   

浦 島 サ ヱ  94  女  浜  西   

永 山 ミ ヱ  94  女  春 日 町   

中 村 シ マ  94  女  田 中 中村   

野 崎 ハツヱ  94  女   迫   

上 新 サ イ   94  女  木  屋   

室之園 春 見  94  女  払  山   

宮 内 ヤナミ   94  女  潮 風 園   

東 潟 テ ル  94  女  西 浜 町   

原 園  淑  94  女  緑  町   

木 下 フ ク   94  女  潮 風 園   

須納瀬 テ ル  94  女  袴  田   

鏑流馬 キ サ  94  女  大 六 野   

久 保 フクヱ  94  女  潮 風 園   

潟 山 純 江  94  女  汐 見 町   

行 武 吉 野  94  女  浜 ケ 城   

丸 田 美 代  94  女  吹 上 園   

宇 都 利 夫  94  男  宇 都（市）   

偶 屋 ス マ  94  女  汐 見 町   

木 崎 次 男  94  男  中 福 良   

駒 毒 シ ゲ   94  女  御 倉 町   

上 原 新 一   94  男  潟 小 路   

橋 本 佐 一   94  男  浜 ケ 城   

竹之下 秀 夫  94  男  芹 ケ 野   

逆瀬川 綱 良  94  男  平 木 場   

加 藤 レ イ   94  女   麓 

坂 下 チ ワ  94  女  崎 下 手   

山 口 はなゑ  94  女  汐 見 町   

村 木 キ エ  94  女  橋 ノ ロ   

原 口 フヂエ  四  女  松  山   

冨 永 綾 子  四  女  木 場 迫   

坂 口 夏 江  93  女  汐 見 町   

中 原 フ ミ   四  女  新 生 町   

久 野 正 子  93  女  文 京 町  
年永瑞穂  

古賀秀子   江  

ミ ミ二六  

大 井 フ ミ  93  女  汐 見 町   

大 平 浅 義  93  男  日出町（串）   

溜 池 フヂヱ  93  女  中  原   

前 潟 タ ミ   四  女  木  屋   

柳 元 ケ イ   四  女  芹 ケ 野   

黒 江 ト ク   四  女  平 佐 原   

大 井 光 子  四  女  海 士 泊   

米 園 フ ミ   93  女   堀   

有 馬 フ ミ   93  女  潮 風 園   

星 原 夕  ミ   93  女   迫   

永 里 タ ニ  93  女  浜 ケ 城   

芹ケ野 シマエ  93  女  潮 風 園   

児 玉 タ ヱ  93  女  松 寿 園   

福 永 ミ カ  四  女  新 生 町   

小 牧 初 江  四  女  袴  田   

竹 元 シ ヅ   四  女  恵比須町   

松 茸 ミ サ  93  女  河  原   

外 薗 シ モ  93  女  平  江   

濱 屋 チ ヱ  四  女  中  向■   

藤 田 清 一  四  男  佐 保 井   

松 元  弘  93  男  袴  田   

日 高 志  津  93  女  島 平 上   

植 野 ミツヱ  93  女  野  フt   

中 島 国 雄  93  男  舟 川 後   

中 山 鹿 尾  93  女  照 島 下   

勝 田 一 雄  93  男  曙  町   

出 森 美 善  四  男   堀   

内 田 スミヱ  四  女  木  屋   

内 徳 サ ワ  四  女  潮 風 園   

平 田 マ キ  93  女  田 中 中村   

南  ツギヱ  93  女  市  口   

尾 辻 キ ヱ  93  女  本 浦 東   

松 元 正 光  四  男  芹 ケ 野   

川 畑 ミ カ  四  女  松 寿 園   

濱 田 シ ヅ   四  女  戸  崎   

徳 利 ハルヱ  四  女  八  房   

塩 屋 ハツヱ  四  女  岳  釜   

波江野 シヅヱ  四  女  松 寿 園   

上 原 ハツエ  四  女  潟 小 路   

松 原 ミ エ  四  女  平  向   

木 崎 キ ミ   四  女  中 福 良   

丸 田  加  93  男  袴  田   

五 島 ハルノ   四  女  須  

久 徳  郁  93  女  大 原 町   

上 竹 純 男  93  男  恵比須町   

上 新 フチエ  93  女  新  潟   

′、  
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9月18日は「敬老の日」です。お年寄りの長寿を祝福しましょう。  

（名簿は8月27日現在、年齢は9月1日現在で90歳以上）  福祉課（℡33－5619）  

粁  ∴・≒・  潤轢肇狩炸    関澤謂照粥菅野琵琶攣準賢琴蔓    醗瓢   

福 山 イ セ  92  女  松 寿 園   

佐 井 ミツエ  四  女  袴  田   

小 牧 スミヱ  92  女  河  原   

古 薗 コトエ  四  女  松 寿 園   

塩 屋 夕 子  四  女  土  川   

宍 野 アツ子  92  女  大 六 野   

木之下 俊 夫  92  男  平  江   

神 薗 フ ヂ  92  女  平  江   

栗 山 英 夫  92  男  7C  町   

石 堂 キ ヨ   92  女  八  房   

福 屋 ツ 子  四  女  松 寿 園   

上 夷 ヒ デ  四  女  港  町   

堀ノ内 忠 吉  92  男  中 福 良   

谷 川 ス ミ   92  女  浦 和 町   

山 崎 住 子  92  女  別  府   

橋 口 ツルヱ  92  女  浅  山   

加 藤 清 志   92  男  本 浦 東   

野 下 ミ サ  92  女  岳  釜   

面瀬戸 喜 儀  四  男  平ノ 木場   

兼 浦 サ ヱ  四  女  河  内   

岩 崎 ト シ  四  女  浜  町   

中 村 憲 二  92  男  昭 和 通   

花 立 フヂヱ  四  女  大 原 町   

前 田 光 夫  92  男  高 見 町   

宇 都 ヒ ロ  92  女   堀   

武 田 勝 美  92  男  金  山   

中 野 ミ ヱ  92  女  栄 町（串）   

藤 田 タ ミ   92  女  横  須   

山 下 ク ニ  92  女  昭 和 通   

田 中 や を  92  女  日出町（串）   

森  豊 治  92  男  御 倉 町   

佐 藤 ハツヱ  四  女  松 寿 園   

浜 川 ヒ デ  四  女  吹 上 園   

福 園  進  四  男  河  原   

植之原 チ ヅ  四  女  御 倉 町   

川 野 三千年  四  男  酔 之 尾   

久 留 モ ト   四  女  陣 ケ 迫   

大 平 ミ ヨ   四  女  坂  下   

西別府 フ ミ   四  女  別  府   

田 島 津 美  四  女  野  フt   

坂 口 シヅヱ  四  女  栄 町（串）   

上 野 英 吉  四  男  浜  西   

北ノ園 フ ジ  四  女  島  内   

岩 下  綾  四  女  崎 下 手   

鳥井原 五 郎  四  男  河  内   

益 山 元 吉  四  男  木  屋   

悠 ※酒闇潤  照僕    野間葦撃警琴警軍    警警≡攣準宰獲準転漂顎堅京菜   

荒 木 キミヨ  93  女  宇 都（市）   

石 川 ミ ツ  93  女  石 川 山   

前 潟 スミエ  93  女  新 生 町   

平  公  四  女  木 場 迫   

町 田 ミ カ  四  女  日ノ出町（市）   

黒 木 ハツエ  四  女  潮 風 園   

坂 口 新 吉  93  男  西 浜 町   

高 山 熊 男  93  男  恵比須町   

萩 原 章 吾  93  男  浜  町   

北 原 ツ ナ  93  女  田 中 中村   

中 尾 伸 一   93  男  酔 之 尾   

北 山 サカヱ  四  女  御 倉 町   

倉 橋 トキヨ   四  女  吹 上 園   

久 留 フヂエ  92  女  下 手 中   

久見瀬 スミエ  92  女  袴  田   

榎 木 重 夫  92  男  石 川 山   

新 村 フヂノ   92  女  白  浜   

和 田 発 癌  92  男  八  房   

出 水 よ し  四  女  橋 ノ ロ   

浅 井  肇  92  男  袴  田   

宮 下 虞 志   四  男  栄 町（市）   

橋 口 ノ ブ  92  女  橋 ノ ロ   

石 田 ミツヱ  四  女  塩 屋 町   

前 村 チ エ  92  女  御 倉 町   

西 村 チ ヨ   92  女  日出町（串）   

平 川 利 磨  92  男  大 原 町   

池 野 キ ヱ  92  女  浜  東   

土 元 キ セ  92  女  塩 屋 町   

龍 田 アヤ子  四  女  昭 和 通   

鶴 亀 ミ 子  92  女  石 川 山   

川 元 シヅヱ  四  女．  照 島 下   

岩 崎 一 男  四  男  元  町   

山 下 フクミ   四  女  袴  田   

坂 口 タ ヱ  四  女  御 倉 町   

福 山 チ エ  92  女  松  山   

川 遽 マツヱ  92  女  別  府   

馬 場 梅 子  92  女  吹 上 園   

橋 野 ソヱミ   92  女  文 京 町   

福 山 美 良  92  男  松  山   

横 須 ヱ ミ   四  女  潮 風 園   

萩 元  静  、92  女  岳  釜   

西  フミヱ  92  女  塩 屋 町   

平 石  莫  92  男  生  野   

田 中 アサノ   四  女  酔 之 尾   

福 永 フヂノ   92  女  白  浜   

大 里 千 里  92  女  岳  釜  

｛ヽ   
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赤 岩 フミ子  四  女  白  浜   

久 保 サナヱ  四  女  山 之 口   

小 原 ミ ワ  91  女  野  フt   

今 村 ク ニ  91  女   麓   

紙 屋 フ ミ   四  女  日ノ出町（市）   

新 村 太 吉  四  男  別  府   

福 永 フヂヱ  四  女  松 寿 園   

石 原 スミ子  四  女  中 ノ 平前   

木 原 フ ヂ  四  女  別  府   

尾 崎 スヱマツ  91  女  萩 元 上   

前 田 キクノ   四  女  中 尾 町   

中 島 矢 一  91  男  岳  釜   

前 薗 重 志  91  男  照 島 下   

宇 都 ツ 子  四  女  大 原 南   

西  フ ヂ  91  女  下 石 野   

前 薗  甫  四  男  照 島 下   

三 輪 ノ リ   91  女  舟 川 前   

川 野 フヂノ   四  女  中 ノ 平後   

坂 口 静 茂  四  女  大 六 野   

西 村 嘉 市  四  男  高 見 町   

坂 口 ミツヱ  四  女  昭 和 通   

中 間 キクエ  四  女  西 浜 町   

北 山 サカヱ  四  女   迫   

節 政 初 江  四  女  市  口   

野 中 富 夫  四  男  照 島 下   

東  チ ミ   四  女  寺  村   

畠 中 才 癌  四  男  石 川 山   

草 原  茂  四  男  大 原 南   

古 薗 テ ル  四  女  日出町（串）   

植之原 ケ イ   四  女  御 倉 町   
宇 都 アキヱ  四  女  松 寿 園   

俣 木 サ ヨ  90  女  日出町（串）   

塩 屋 キ ヨ   90  女  荒 川 下   

前 屋 ツ ヤ  90  女  大 原 南   

湊 川 フ サ  90  女  港  町   

蓑 茂 ト ヨ   90  女  八  房   

濱 田 ツ ヤ  90  女  寺  村   

浅 井 シヅヱ  90  女  袴  田   

志戸岡 タ ミ   90  女  袴  田   

軍 神 シツヱ  90  女  袴  田   

福 元 ヲキソ  90  女  松 寿 園   

児 玉 

吉 尾  褐  90  女  浜  町   

平  タ キ  90  女  平  向   

原 園 ノ ブ  90  女  日出町（串）   

後 潟 サ ト   90  女  松 寿 園   

燕禦      ：：′ご∧、．ご～差：ご；′！≦    ．ご監禁；逗詐；。′′′㌣憲≒′   ㌘薫㌫難字葦隷   
小 嶋 イ ト  四  女  光 瀬 浦   

内 野  米  四  女  照 島 下   

宇 都 ユ イ   四  女  下 石 野   

岩 下 ト ヱ  91  女  岩  下   

永 井 ト メ   91  女  木  場   

西 薗 一 次  91  男  福  薗   

川 邁 ミ ヱ  91  女  須  

江 藤 一新 平  91  男  天 神 町   

右 田 寿美子  四  女  祇 園 町   

今 村 ミ チ  四  女  海  瀬   

寺 師 ヨ シ  四  女  萩 元 下   

堂 薗 ミ サ  四  女  下 石 野   

松 下 ト ミ   四  女  市  口 

永 里 ス マ  四  女  酔 之 尾   

尾 畑 ヨ シ  91  女  田 中中村   

野 崎 信 子  91  女  松 寿 園   

藤 崎 テ イ   四  女  浜  西   

大 迫 メ イ   四  女  平  身   

長  ア ツ  91  女   麓   

西 田 タ エ  91  女  西 浜 町   

堤  ナ ツ  91  女  坂  下   

亀 崎  綾  91  女  旭  町   

火野坂 キ ワ  91  女  白  浜   

原 田 宇 吉  四  男  払  山   

石 原 ユキヱ  四  女  塩 屋 町   

中 村 ユ ワ  91  女  曙  町   

逆瀬川 ミ ヤ  91  女  中  組   

松 元 キ ク   91  女  浦 和 町   

石 橋  勲  四  男  天 神 町   

出 水 キクヱ  91  女  浦 和 町   

勝 山 ヱ ミ   四  ／女  大 河 内   

宮 地 アイ子  四  女  大 河 内   

冨 宿 カ ル  四  女  大 原 南   

原 口 トキエ  四  女  市  口   

黒 木 キ ヨ   四  女  港  町   

重 田 ヤ エ  四  女  旭  町   

松 下 キクヱ  四  女  芹 ケ 野   

山 下 キ ミ   四  女  大 原 町   

裏 手 ミ キ  四  女  浜 ケ 城   

奥 田 柴 穂  四  男   麓   

西  行 秀  四  男  酔 之 尾   

野 田 フ ヂ  四  女   麓   

平 屋 初 枝  四  女  八  房   

脇 薗 スギエ  四  女   麓   

三 園  繁  四  男  木 場 迫   

逆瀬川 ミツヱ  四  女  中  組  
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9月18日は「敬老の日」です。お年寄りの長寿を祝福しましょう。  
（名簿は8月27日現在、年齢は9月1日現在で90歳以上）  福祉課（申33－5619）  

出木場 休 蔵  90  男  島  内   

前 田 ハルヱ  90  女  中 ノ 平前   

宵之原 ユキヱ  90  女  光 瀬 下   

添 田 行 枝  四  女  平  江   

岩 下 ミュキ  90  女  岩  下   

鏑流馬 ハツヱ  90  女  鏑  楠   

入 枝 タ ミ   90  女  浜  東   

寺 師 貞 夫  90  男  光 瀬 下   

川 口 文 江  90  女  光 瀬 浦   

安 藤 シ ヅ  90  女  西 浜 町   

中 島 静 子  90  女  野  フt   

福 田 キ ヱ  90  女  新  潟   

中 原 ク ニ  90  女  中  原   

堀之内 ミ ツ  90  女  金  山   

野 田 貴 代  90  女  日出町（串）   

山 下 キサ早  90  女  浜  西   

馬 場 ナ ツ  90  女  春 日 町   

潟 山 朝 則  四  男  中 尾 町   

平 石 シ ツ  90  女  木  屋   

三 善 善一郎  90  男  石 川 山   

藤 崎 オワリ   90  女  金  山   

石 橋 蓮 子  90  女  日ノ出町（市）   

久 保 ふみ子  四  女  天 神 町   

蓑 手 ユキエ  90  女  寺  村   

白 木 マルコ  90  女  大 原 南   

竹之下 シヅ子  90  女  芹 ケ 野   

前 鶴 ヨ ネ  90  女  元  町   

村 田 トミ子  90  女  フ仁  町   

溶 暗 ヤ ヱ  90  女  小  瀬   

溜 池 フヂエ  90  女  中  原   

後 潟 正 義  四  男  潟 小 路   

三 善 フクヱ  四  女  石 川 山   

中 村 ツ ヤ  90  女  旭  町   

猿 渡 一 男  四  男  文 京，町   

谷 村 ヒサ子  90  女  天 神 町   

平 井 荒 男  90  男  金 山 下   

川 口 ユキエ  90  女  本 浦 東   

中 薗 ツ ヤ  90  女  袴  田   

所 崎 一  雄  90  男  八  房   

石 原 サチ子  90  女  潟 小 路   

南 竹 ヒ ロ  90  女  西 浜 町   

中 島 エ ミ   90  女  舟 川 後   

前 田 ナ ミ   90  女   迫   

久木崎 勝 美  90  男  小  瀬   

西  ス マ  90  女  酔 之 尾   

宮 野 トワミ   90  女  袴  田   

上 原  絹  90  女  潟 小 路   

江 崎 源 吾  90  男  吹 上 園   

川 口  幸  90  女  浜  中   

松 元 哲 次  90  男  山 之 口   

平 川 テ ル  90  女  浜  東   

堂 園 シ ヅ   90  女  島  内   

迫  ツ ル  90  女  松 寿 園   

勘 場 ユ キ  90  女  木  屋   

大六野 岐 菊  90  女  潮 風 園   

吉 村 ナツエ  90  女  大 六 野   

林  伸 一   90  男  小  瀬   

大 迫 チ ヱ  90  女  舟 川 後   

江 口 貞 雄  90  男  宇 都（市）   

樺 山 ハ ル  90  女  袴  田   

石 神 ア イ   四  女  内  門   

有 村 庄太郎  90  男  萩 元 下   

下 村 ヤ エ  90  女  西 浜 町   

下酔尾 伊太郎  90  男  酔 之 尾   

中 島 雪 枝  90  女  大  薗   

松 下 ニ カ  90  女  大  薗   

山ノロ タ ネ  90  女  浜 ケ 城   

橋之ロ キ ミ   90  女  平  江   

藤 田 光 枝  90  女  曙  町   

潰 崎 キ ミ   90  女  小  瀬   

北 山  等  90  男  桜  町   

樋 口 サ イ   90  女  光 瀬 浦   

中 村 シ ゲ  90  女  田 中 中村   

土器屋 綾 子  90  女  木 場 迫   

平 石 サミヱ  90  女  浜  西   

福 蘭 ツ ナ  90  女  袴  田   

出 口 カ ヨ   90  女  浜  中   

柴 田 ミサヱ  90  女  金  山   

上 野 シ ヅ  90  女  新  潟   

有 村 ト ミ   90  女  酔 之 尾   

三 浦 一  雄  90  男  金  山   

大 竹 ユ キ  90  女  本 浦 東   

久 一徳 ユ キ  90  女  福  薗   

後 庵 ツ ナ  90  女  松 寿 園   
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